
 
 

 

         
 

 

        
 

   
 

        
 
 

発 

行 

南

山

城

村

社

会

福

祉

協

議

会 

京
都
府
相
楽
郡
南
山
城
村
北
大
河
原
大
稲
葉
４ 

電
話:(

九
三)

一
二
〇
一
・
Ｆ
Ａ
Ｘ:(

九
三)

一
二
一
一 

 

松
尾
芭
蕉 

空き巣に注意！就寝時・在宅時も玄関・勝手口や窓はしっかり施錠しましょう。 
不審者を見かけたら 110 番（0774-72-0110）木津警察署まで通報を！ 

こ
れ
か
ら
奥
州
の
夏
山
へ
の
旅
の
出
発
に
当
た
っ
て
山
野
を 

か
け
め
ぐ
っ
て
鬼
神
を
駆
使
し
た
役
行
者
の
足
駄
を
拝
ん
で

健
脚
を
祈
る
こ
と
だ
。 

夏
山
に 
足
駄
を
拝
む 

門
出
か
な 

ア
シ
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ハ

マ 
 

ア
キ 

出
典 

奥
の
細
道
・
黒
羽 

七
月
一
日
（
月
）
、
月
ヶ
瀬
Ｎ
Ｔ
支
部
（
葛
巻
支
部
長
）
独
自
事
業

と
し
て
「
や
す
ら
ぎ
会
」
を
開
催
し
、
七
夕
の
飾
り
を
作
ら
れ
ま
し

た
。
（
参
加
者
：
九
名
・
協
力
者
：
九
名
）
参
加
者
同
士
、
お
互
い
に

教
え
あ
っ
た
り
、
手
伝
っ
た
り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
飾
り
を
支
部
で
用
意
し
た
笹
に
飾
り
つ
け
、
そ
れ

ぞ
れ
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
七
月
五
日
（
金
）
～
八
日
（
月
）
に
は
、
七
十
五
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
方
（
対
象
者
：
四
十
二
名
）
に
熱
中
症
予
防
の
声
か
け

訪
問
を
支
部
役
員
（
十
名
）
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
と
熱
中
症
予
防
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
受
け
取
ら
れ

た
皆
様
に
支
部
役
員
さ
ん
か
ら
「
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し 

エ
ン
ノ
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ 
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ハ
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ア
キ 

く
だ
さ
い
ね
。
」
と
声
を
か
け
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
一
声
が
大
事
な
見
守
り
・

声
か
け
活
動
に
な
り
ま
す
。 

キ
シ
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ク
ロ
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オ
ウ
シ
ュ
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ハ
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ア
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八
月
も
猛
暑
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
カ
リ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
水
分
の
貯
蔵

庫
で
あ
る
筋
肉
が
減
少
し
な
い
よ
う
に
、
タ
ン
パ
ク
質
を
十
分
に
と
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

食
事
や
献
立
の
工
夫
と
し
て
、 

・
た
ん
ぱ
く
質
を
毎
食
と
る 

・
季
節
の
野
菜
や
果
物
を
と
る 

・
献
立
に
汁
物
を
添
え
る 

・
間
食
か
ら
も
水
分
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る 

 

夏
場
は
、
つ
い
あ
っ
さ
り
と
し
た
済
ま
せ
が
ち
で
す
。 

筋
肉
の
維
持
に
必
要
な
、
肉
・
魚
・
卵
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
を
、 

毎
食
し
っ
か
り
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 



   
 

         
 

                

＜今月の脳トレ＞家の前で火を焚くことを、「迎え火」・「送り火」といいます。 

では、「送り火」は何のために行うのでしょうか？ 

１．花火をするため   ２．ご先祖さまの足元を照らすため   ３．暖をとるため 

・
む
ら
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
） 

八
月
三
十
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

野
殿
公
民
館 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
芸
部 

八
月
は
お
休
み
し
ま
す 

答え： 

２．ご先祖さまの足元を照らすため 

家の玄関前で焚く迎え火には、足元を照らしてご先祖さまの霊を迎えると同時に、

危険な悪霊を追い払う役割があるといわれています。一方、送り火は故人を見送る

ために焚きます。 

南
山
城
村
で
は
、
南
山
城
村
共
同
募
金
委
員
会
を
通
じ
て
、
役
場
及
び
社
会
福
祉

協
議
会
の
事
務
所
に
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金 

募
金
箱
お
よ
び
受
付

窓
口
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

受
付
期
間 

：
令
和
六
年
一
月
五
日
（
金
）
～
十
二
月
二
十
七
日
（
金
） 

（
被
災
状
況
に
応
じ
て
受
付
期
間
を
延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
） 

○ 

お
問
合
せ 

 

南
山
城
村
共
同
募
金
委
員
会 

（
電
話
：
九
三-

一
二
〇
一
） 

・
人
権
・
行
政
・
困
り
ご
と
相
談 

八
月
二
十
日
（
火
）
午
前
九
時
三
十
分
～ 

南
山
城
村
役
場 

会
議
室 

心
配
ご
と
や
人
権
に
関
す
る
問
題
、
困
り
ご
と
な
ど 

 

・
健
康
相
談
・
福
祉
な
ん
で
も
相
談 

八
月
十
六
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

童
仙
房
公
民
館 

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
や
健
康
相
談 

あ
っ
た
か
京
都
寄
り
添
い
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す 

・
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
（
山
城
南
地
区
社
協
主
催
） 

八
月
十
四
日
（
水
）
午
後
一
時
三
十
分
～ 

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
申
込
み
】
南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

☎
〇
七
四
三-

九
三-

一
二
〇
一 

<

申
し
込
み
受
付> 

八
月
一
日
（
木
）
～ 

昨年度の様子 

が始まります

8 月から 12 月までの期間を「村 de 見守り＆支えあいつながりプ

ロジェクト」期間とし、ボランティア活動や地域福祉活動への参加者

を増やし、地域の中での見守りや支えあい活動が推進できるような 

取り組みをすすめていきます。 

〈主な事業内容〉 

① ご近所支えあい講座 
今年度で３回目になりました。昨年度は延

べ 109 名に参加いただいた「ご近所支え

あい講座」を今年度も開催します。 

 

② 夏休みボランティアウイーク 
８月１９日（月）～２３日（金）の期間、

デイサービスでのボランティアウイーク

を開催します。対象者は小学生から大人

まで、どなたでも参加可能です。 

 

社会福祉協議会のマスコッ

トキャラクター「村を見守

るゾウ」がパワーアップし

ました。たまごトラベル代

表・奥西しろさん（デザイナ

ー&イラストレーター）に 

依頼し、とっても表情豊か

な素敵なゾウが誕生しまし

た。これからさまざまな場

面で登場しますので、 

お楽しみに♪ 

保育園の子どもたちの
ために布団カバーを 
作りました 

 
詳細は、別添のチラシを 

ご覧ください。 

この事業は赤い羽根共同募金の 

配分金を受けて実施しています。 


